
はじめに

いわゆる「ノートゲルト」や超高額紙幣「パピ

アマルク」、あるいは「レンテンマルク」の実物

を初めて見たのは、３５年前、ベルリンはクーダム

の街の骨董店においてであった。この時筆者は、

国費留学生としてベルリン自由大学に学んでお

り、当時勤めていた釧路工業高等専門学校の歴史

の授業教材として使うこともあろうかとの思い

で、ゼロが沢山並ぶドイツ中央銀行（ライヒスバ

ンク）の紙幣一枚だけを買いもとめた。このハイ

パーインフレーション時代の紙幣は、その後、高

専の学生に回覧したりコピーして配布したりする

など、教材としての役割を十二分に果たした。

２０１１年の春、ヤフーのオークションサイトで偶

然、第一次世界大戦期の「ノートゲルト」を目に

して、躊躇することなく入札し、競りを経て十数

枚のカラフルな小額ノートゲルトを落札した。実

物を手に取って仔細に見てみると、小紙片ながら

多色刷りで鮮やかな彩色、細やかな作りである

が、手垢がついていない美品・完品が多い。つま

り、あまり使われた形跡がないのが不思議といえ

ば不思議であった。

いまの時代、インターネットで検索すると、大

体のことは解るものであるが、「ノートゲルト」

については、専門的・学術的な言及は、日本はも

とより、どこの国のサイトを検索してみても殆ど

見当たらず、あるのは蒐集家のサイトや古銭ガイ

ノートゲルト学事始め

―券面に描かれた絵画に見るドイツ国民の悲哀―
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要 約

１９１４年、第一次世界大戦の開戦と同時にドイツの諸都市や地方公共団体は、小額鋳貨の流

通不足を補う目的から緊急通貨の発行に踏み切った。それは法的根拠を欠くものではあった

が、自助のための緊急措置であった。

１９１７年ころになると鉄製の硬貨が十分に出回るようになり、緊急紙幣発行の需要はなくな

るが、１９２３年のハイパーインフレーションの時代まで、それは発行され続ける。発行主体

は、それぞれの都市に馴染みの歴史的事象や物語、メルヘンを画題として、あるいは戦時の

過酷な生活を券面に描き、彩色を施して蒐集家たちの興味を誘った。

本稿の前半は緊急通貨発行をカテゴリー別、時代順に記述し、後半は券面に描かれた絵画

をとおして、ドイツの民衆がどのような思いで戦中・戦後の時期を過ごしていたのかを読み

解いた。
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ドブックの類ばかりである。そうしたわけで、本

稿では、ドイツのノートゲルトについて、それが

まず、いかなるものなのか、そして、いつどのよ

うな状況下で発行され、いかなる機能を果たした

のかを調べてみることとした。

筆者は、しかし、ドイツの近・現代史や経済

学、財政学に関しては門外漢であって、どのよう

に調べて良いのか皆目分からず、まずは事典や概

説書を読んで基礎知識を得ることから始めた。そ

の後、いま少し専門的な情報・知識を得るため

に、日本語で読めるドイツ近・現代史や経済史関

係の専門書に進み、他方、蒐集家向けではある

が、ノートゲルトに関するドイツの書物を購入し

て読み始めた。そのなかにハンス・リヒャルト・

シットニー著の『１９１７年から１９２３年までの戦時貨

幣・ノートゲルトに描かれた伝承・メルヘン・歴

史事象』という書物があった。この書物は、第一

次世界大戦の開戦時から戦後にかけて、国民生活

がきわめて困難な時代に発行された、ノートゲル

トの券面に描かれた絵画を読み解くという、斬新

なアプローチを見せてくれており、筆者の関心を

大いに引きつけた。本稿の後半は、それゆえ、

シットニーに導かれて、とくに興味深い券面の緊

急通貨を紹介するとともに、そこに描かれた絵画

から、当時のドイツの人々の心情や哀感を読み解

いていく。準備不足もあるうえに紙幅の都合もあ

り、本稿で扱った券面は２９枚に留まったことを予

め断わっておく。

１．小額コインの不足からノートゲルト
（緊急通貨）の発行へ

第一次世界大戦（１９１４－１９１８年）の勃発ととも

に、戦時下のドイツではマルクの金兌換が停止１）

され、戦費は通常会計とは区別された特別会計と

して、すべて戦時公債という名の国債、つまり国

家の借金で賄われた。国債の大量発行は通貨の増

発を招くこととなり、これ以降のインフレーショ

ン持続の原因となる。

また、開戦と同時に、ドイツ政府は国内に流通

させていた銅貨・ニッケル貨・銀貨―１プフェニ

ヒと２プフェニヒの銅貨、５プフェニヒと１０プ

フェニヒのニッケル貨、２分の１マルクの銀貨―

の回収を命じた。これらの金属が武器や砲弾等の

軍需物資の生産や調達に必要とされたからであ

る。しかるに、戦時公債の発行によって引き起こ

されたインフレーションが、鋳貨の金属としての

価値を額面以上に高騰させたこともあって、多く

の機関や個人が鋳貨を貯蔵・退蔵し始め、人々の

財布の中に小銭が見出されなくなっていく。

鋳貨が退蔵されたもう一つの理由は、民衆の預

金封鎖への恐怖心や戦時下の生活への備えにあっ

た。銀行口座にある預金は、政府の臨時措置や敵

軍の侵入によって、ある日突然に封鎖されてしま

う恐れがある。現金で持っていれば封鎖を免れう

るし、いざという時には持ち運びも可能である。

しかも戦時には、危殆に瀕した人々への施しや慈

善の募金はもとより、小額貨幣は日常の消費生活

に必要不可欠とされたからである２）。

回収と退蔵もさることながら、鋳貨不足が引き

起こされた真の原因は、政府およびドイツ中央銀

行（以下ライヒスバンクと表記）が、小額貨幣の

流通増加を図らなかったことにある。個々の商店

における商取引や乗車料金の支払いなどは、高額

の紙幣だけでは完了せず、釣銭の不足は日常生活

を営む人々に多くの困難を強いた。

開戦当時のライヒスバンクの緊急指令には「小

額貨幣を意味もなく退蔵する者は、ローンや俸給

の期日通りの支払いを妨げ、商業や交易を行き詰

まらせ、究極のところ軍装や弾薬の製造に悪影響

を及ぼし、前線を弱体化させ敵の勝利に貢献する

ことになる。……（中略）小額貨幣の退蔵は国家

叛逆罪なり」とある（Schittny, p．７）。

かかる状況下で、都市や地方公共団体、企業

は、法的根拠を欠いたまま、いち早く小額紙幣の

発行に踏み切った。ドイツの市町村は共同体内で

通用する自前の金券や証券を発行するようにな

り、企業もこれに追随した。この時代に発行され

た緊急貨幣３）のことを「ノートゲルト Notgeld」

と呼び、戦時中に限っては「クリークスゲルト

（戦時貨幣）Kriegsgeld」ともいわれた。当時の

ドイツでは、１マルク以下のお金ならライヒスバ
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ンクではなく、様々な機関―銀行、地方公共団体

＝市町村、民間企業、国有企業―が発行できると

する主張もあったようであり、そうした考え方自

体はドイツ帝国が王国や公国からなる連邦制国家

の所為で生じたとも推測できる４）。ともあれ、こ

のノートゲルトは法定貨幣ではなく、あくまでも

支払いのために便宜的に発行・使用されたもので

あった。主として紙幣の形で発行された５）「ノー

トゲルト」が大量に出回ると、小額鋳貨の不足は

やがて改善されたという。

２．戦時下の時代状況とノートゲルトの発
行

ノートゲルト（緊急通貨）の発行状況について、

年次を追っていま少し詳しく述べてみたい。C．

L．コッフィンクやH．R．シットニーによれば、

１９１４年から１９２３年の間に発行されたノートゲルト

は、三つの異なるカテゴリーに分類されうるとい

う（Coffing, p．４；Schittny, p．８）。これに従って

順次見ていくことにする。

２．１ 小額鋳貨の不足を補ったノートゲルト

１９１４年７月２５日、セルビアがオーストリアの最

後通牒を拒否すると、ドイツ国内はオーストリア

支持のデモ隊で埋まり、国内世論は一挙に参戦に

傾く。８月１日の総動員令発布以降、対ロシア、

対フランス宣戦布告を経て、８月４日にドイツ軍

はベルギーに侵攻する。大戦突入前のドイツは、

食糧の３分の１を外国からの輸入に頼り、しかも

国内に十分な備蓄もないまま、「電撃戦」に突入

していった。開戦当初は、人々が買い溜めに殺到

したため、食糧品の価格は一気にはねあがった

が、この高騰は一時的なもので、まもなく沈静化

した（三宅、１９７０，p．１０８ 注３）。しかし、１９１４

年９月上旬のマルヌの戦いの結果、軍部の短期決

戦の目論見は外れ、戦局は膠着状態に陥る。スイ

ス国境から英仏海峡まで長く伸びた西部戦線で

は、膨大な損耗を強いられる３年半に及ぶ塹壕戦

に入った。備蓄の砲弾は開戦２カ月で使い果たし

てしまい、戦争の長期化の様相が濃くなるにつれ

て「弾薬の危機」が叫ばれ、軍需産業への傾斜が

一段と強化される。

大都市などではいち早く食糧や日用品が不足

し、食品を中心に物価の高騰がみられた。こうな

ると、商店主は売り惜しみをし、消費者は買い溜

めに走り、農村へ買い出しにも出かける。１９１４年

１０月末、小麦・ライ麦に最高価格が設定されるな

ど、食糧統制も始まった。法定価格通りに売る商

店は極端に少なくなり、そうなるとかえって、あ

ちこちに、なかば公然と闇市が立つようになる。

１１月初めのイギリスによる経済封鎖強化の宣言

は、食糧価格の高騰に拍車をかけることとなった

（三宅、１９７０，p．１１０；１１２f．）。同年末には節約

スローガンが横行するなか、「肉なしデー」がも

うけられ、代用食が勧められるなど、戦時下特有

の耐乏生活が国民に強いられるようになった（木

村、１９９７，p．６６）。

１９１５年１月になると、ベルリンではパンの配給

制がしかれ、それは各地で順次実施されていっ

た。パンの配給制が施行されたあと、馬鈴薯・肉

などの殆どすべての食糧品、靴・衣料・石鹸など

の生活物資全般の配給も行われるようになる。そ

れにしても、配給だけで家族全員が食べていける

わけではないので、民衆は知恵を絞って自衛せざ

るをえない。多くの人々が高価な肉とバターの消

費を減らす一方で、パンと馬鈴薯に依存する食生

活を余儀なくされる。この年の秋から冬にかけ

て、ドイツ各地では食糧や平和を求める騒動やデ

モが頻発した（三宅、１９７０，p．１２２f. ; p．１２９f．）。

イギリス海軍によるドイツ封鎖作戦―ドイツ側は

これを「飢餓封鎖」と呼んで非難した―が功を奏

したこともあって、一気に食糧事情が逼迫し、ド

イツ農村部では、政府の指導ミスもあって大量の

「豚殺し」６）（１９１５）が起きてしまった。

１９１６年に入ると、食糧価格の高騰にいっそうの

拍車がかかり、５月には宰相に直属する戦時食糧

庁が設立された。１６年の野菜・穀物の収穫量は、

労働力や生産手段の不足などの結果、異常に少な

く、とくに馬鈴薯の収穫の減退が著しかった（三

宅、１９７０，p．１３５）。この年の暮れから翌年の初

めにかけて、ドイツは「蕪の冬」と呼ばれる激烈
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かつ悲惨な飢餓に見舞われ、推定８０万人もの人々

が飢え死にしたという７）。

ドイツ最初のノートゲルト（緊急通貨）が出現

したのは、１９１４年７月３１日で、発行主体は「ブ

レーメン市ブラオハオス公共企業体 Bürgerli-

ches Brauhaus GmbH」で、額面が１マルク、

２マルク、２．５マルク紙幣であった。これ以降、

１９１４年だけで、４５２箇所から５，５００種の緊急通貨が

発行された。

１９１４年から１９１６年までの初期のノートゲルト

は、有効期限が短く券面の作りも単色刷りの簡素

なものが多い。券面には、発行地域内でのみ有効

であり、回収期日が来たら多くの場合「シュパー

ルカッセ（貯蓄金庫）」でライヒスバンク発行の

通貨に交換されると明記されてある。あるいは、

新聞や広報で回収期日が告知されたならば、そこ

から１か月以内が交換の有効期間であると明記さ

れている。回収・交換時の換金は、新しい別の

ノートゲルトへの交換か、後述するライヒスバン

ク発行の鉄製の硬貨や小額紙幣との交換であっ

た。券面には、また、記番号はなく、発行責任者

の自筆の署名がある。

この時期のノートゲルトは、小額の平時の銀貨

や銅貨８）の不足を一掃すべき代替物として発行さ

れ、実際に利用・使用され流通した緊急通貨であ

る。使用有効期限が短く設定されていたため、こ

の紙幣を入手した者はできるだけ早く使ってしま

おうとするので、経済活動の活性化には繋がった

ようである。経済学上、この時期の緊急通貨は、

近年注目され試行されてもいる「地域通貨」との

関連で、興味深い研究対象となりうる。

２．２ 絵入り彩色のノートゲルト

１９１６年から１７年にかけて、軍需優先の統制経済

や食糧配給制度のもとで国民生活は逼迫し、スト

ライキや食糧暴動が頻発する。１９１７年２月には、

イギリス海軍による封鎖を解くために、いわゆる

無制限潜水艦作戦が発動され、アメリカの対独参

戦を招いてしまう。

戦争が長引き財政が逼迫するにつれて、戦時公

債の発行だけでは間に合わなくなる。戦時税とし

て、付加税・財産増価税・増加利得税・石炭税・

旅客貨物運送税といった直接税が施行され、煙草

税・貨物運送状収入印紙および郵便・電信料金の

値上げが行われ、ビールやシャンパン、ワインや

ミネラル水への新たな課税もなされた９）。

開戦３－４年目のドイツ民衆の日常生活がいか

に深刻な状況にあったかを物語るデータが２つあ

る。１つは、１９１３年を基準とした卸売物価指数

で、１９１６年３月末に１５０程度、１９１８年１１月には２３４

に達している１０）。また、下表は、大戦期ボンにお

ける食糧の小売価格とヤミ価格を開戦時と比較し

たものである。１９１７／１８年冬季の小売価格は政府

による統制を受けているため、１９１４年に比較し

て、牛肉が２．８倍、バターが２．６２倍、チーズが

１．９４倍、ライ麦粉１２．３３倍、コーヒーは３．１６倍に

留まっている。もっとも小売商の店先にはあまり

商品が並ばず、すぐに売り切れ、早目の店仕舞い

ということになったようである。闇市での売買が

増大するようになると、金を持っている市民はそ

こで必要なものをほぼ確実に入手でき、貧富の差

がそのまま生存の可否に繋がっていく事態とな

る。闇市での食糧価格を１９１４年のそれに比較して

表 大戦期ボンにおける食料の小売価格とヤミ価格
の比較

食料品目
①１９１４
小売

②１９１７／
１８
小売

③１９１７／
１８
ヤミ

（③・①）
×１００
（％）

牛肉（成牛） １．００ ２．８０ ４．７５ ４７５

豚肉 ０．８０ － ６．００ ７５０

ラード ０．８０ ５．００ １８．００ ２２５０

燻製ベーコン ０．７０ ２．７５ １５．５０ ２２１４

バター １．３０ ３．４０ １４．００ １０７７

オランダチーズ ０．９０ １．７５ １２．００ １３３３

菜種油（１リットル当） ０．６０ ５．００ ２１．５０ ３５８３

ライ麦粉 ０．１５ １．８５ ４．００ ２６６７

小麦粉 ０．２０ － ４．００ ２０００

エンドウ豆 ０．３０ － ４．７０ １５６７

リンゴ（１個当） ０．１５ ０．７０ ４．５ ３０００

コーヒー １．２０ ３．８０ ２３．５０ １９５８

ヘーゼルナッツ ０．５０ ４．１０ ５．７０ ８１４

註：価格は断りのない限り１ポンド当たりの価格。
（Roerkohl. S．３５４－３５７．より藤原が作成したものを転用）
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みると、牛肉が４．７５倍、豚肉が７．５倍、バターが

１０．７７倍、チーズが１３．３３倍、小麦が２０倍、ライ麦

２６．７７倍、コーヒーは１９．５８倍である（藤原、p．５０

f．表３）。統制価格とヤミ価格の間には、２倍か

ら６倍台までのバラツキはあるものの、政府によ

る価格統制が十分に機能していなかった様子が読

み取れる。

１８年１月にはアメリカ大統領ウィルソンが１４カ

条の和平提案を示す。この年の３月、西部大攻勢

が失敗に終わると、議会内に多数派が形成されて

和平を探る動きも出てくる。同年の夏以降、「前

線でも銃後でもドイツの戦争体制は解体・崩壊の

過程に入った」（三宅、２００５，p．１８４）。

小額鋳貨について言えば、１９１６年以降、従来の

国家発行の金属貨幣は、鉄製の貨幣に順次置き換

えられ始め、１９１７年になると、銀行団が鉄製の小

額硬貨を大量に製造し流通させたので、小額の緊

急紙幣を発行する必要性は薄らいだ。にも拘ら

ず、地方によっては小額コインが再び不足する事

態も生まれたため、政府は都市や地方公共団体に

引き続きノートゲルトの発行を許可した。許可の

条件は、発行予定総額をライヒスバンクに預け金

として差し出せば、小額の紙幣（ノートゲルト）

を発行できるというものであった（Elster,

p．２００）。これがライヒスバンクによる額面保証

のついたノートゲルトであるが、実際は預け金の

何倍もの発行がなされたようである。この結果、

実需分以外にも、蒐集家向けに手の込んだ絵柄

の、彩色の美しい紙幣が作成され、蒐集家の集う

マーケットに持ち込まれて良い値段で取引された

という。蒐集家はライヒスバンク発行の紙幣でこ

れを購入したので、都市や地方公共団体は、市場

で相当額の雑収入を得ることになった。なお、１

マルク以下の「クラインゲルト 小額紙幣」は、

１９１５年から１９２２年までの間に、３，６５８箇所から

３６，０００種類発行されている。

２．３ 額面の大きいグロースゲルトシャイン

１９１８年１１月にはキール軍港の兵士の反乱、シャ

イデマンによる共和国設立宣言とリープクネヒト

によるドイツ社会主義共和国の創立宣言を経て、

ヴィルヘルム２世のオランダ亡命、中央党の政治

家マティアス・エルツベルガーによる停戦条約へ

の署名がなされ、翌１９１９年２月には「ヴァイマル

連合」政府（１９１９－１９３３年）が成立し、６月には

ヴェルサイユ条約の調印に至った１１）。

「ドイツでは、戦争の費用を賄うために、１９１４

年から１９１８年にかけて戦時公債を起債、通貨流通

量は１０倍に跳ね上がり、マルクに対する金による

保証は放棄された。その結果、マルクの国際相場

は半分に下落した。休戦が決定した後は、かつて

の戦時経済は平和産業へと転換を迫られ、そのた

めに必要不可欠な投資は起債によって賄われねば

ならず、このことがなお一層の通貨流通量の増大

をまねいた」（イェーガー、p．１８９）。

戦時公債の発行により戦時中から始まっていた

通貨インフレーションが、戦後も緩慢に進行して

いた。１９１８年からインフレーション昂進の兆しが

見え始め、１９１９年以降、年率６％の経済成長率が

続いた結果、株式市況にも活況が戻り始めた。

ノートゲルトの発行は、財政面からも流通経済の

面からも、必要性が少なくなったにもかかわら

ず、１９２１年まで多くの紙幣が発行され続けた。い

わゆる「グロースゲルト 高額紙幣」と呼ばれた

額面１マルクから１００マルク紙幣の印刷が行わ

れ、これも蒐集家のマーケットに持ち込まれた。

１９１８年－１９２１年の間に「グロースゲルト」は、５７９

箇所で、およそ５，０００種類ほど発行されている。

この時期のノートゲルトは非常に多彩であり、す

ぐに蒐集家の購入目標となったようである（Coff-

ing, p．４－７）。K．エルスターによれば、１９１９年

初頭におけるノートゲルトの流通量は推計１億

１，０００万マルクで、正規の流通貨幣総額２５０億マル

クの０．４４％に過ぎず、財政学上はとるに足りない

ものであった（p．２０１）うえ、蒐集家の手元に置

かれてあまり流通もしなかったようである。

ところで蒐集家がノートゲルトを買い集めた理

由は、値上がりが期待できたからでもある。この

背景には進行中のインフレーションのなか、何も

かもが目まぐるしく値上がりを続け、株式市場も

活況を呈していたとあれば、日々価値を失い紙く

ずになってしまうかもしれないライヒスバンクの
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紙幣を持っているより、ノートゲルトに代えてお

くことに魅力を感じていたとも推測できる１２）。こ

の時期のノートゲルトはシリーズもの、高名な絵

描きの筆になるもの、歴史事象や故事に画題をも

とめたものなど多岐にわたり、さながら「緊急通

貨文化」が花開いたとさえいえる。ノートゲルト

の券面に描かれた絵画は、戦時・敗戦・戦後の混

乱期を通して、あらゆる危機と重い負担に耐えて

きたドイツ人が、片時もユーモアを失うことがな

かったことを鮮やかに示している。

図版１解説：１９２１年初頭、チューリンゲンの

カーラ Kahla in Thüringenで発行された額面７５

プフェニヒの緊急紙幣には「ドイツの経済指数」

と題して、１９１３年を１００とした１９２０年下期の物価

上昇指数の国際比較が棒グラフで示されている。

合衆国・日本・豪州あたりは２００前後、フランス

が５００、イタリアが７００に迫る数値にたいして、ド

イツは断トツの１３００。物価上昇に対する市民の強

い 不 満 と 関 心 が 示 さ れ て い る（Schittny,

p．１４５）。

１９２１年賠償総額は１，３２０億金マルクと決定さ

れ、政府は支払い不能として総辞職し、後継首相

ヴィルトは賠償支払いに応じつつ条約の修正を求

めるが、事は首尾よく運ばない。１９２２年は、ヴァ

イマル共和国史上最多のストライキ、ロックアウ

トがなされた年であった。左右の勢力が拮抗する

政治情勢と政局の中、労働者の急進化を避けるた

めもあって、経営サイドは賃上げを認め、これを

商品価格に転嫁させる方法をとった。このことも

インフレーションの進行の一原因とされる。とも

あれ、この年の後半には、外国為替市場における

マルクの急落がみられた１３）。当時のドイツ国内で

は、大きな額面の紙幣が発行されている時期で、

中央銀行券の信認が失われつつあり、またその流

通が滞りなく行われ難い状況下、これに代わる交

換手段が、地方単位で模索された。こうして市町

村によって発行された地域限定の紙幣が再び相応

かつ重要な役割を果たすことになった１４）。

ヴァイマル期のハイパーインフレーションとそ

の終息に至る過程、およびその時期の緊急通貨に

関しては、章を改めてさらに詳しく考察を加えた

い。

３．ヴァイマル期のハイパーインフレー
ションとレンテンマルク暫定紙幣の発
行

ヴァイマル政府は、国土の縮小に伴う生産力の

低下、巨額の賠償金問題の処理、船舶・鉄道車

両・機械・石炭などの物資による実物賠償１５）、さ

らにはルール占領問題の解決、戦争犠牲者の救

済、戦時債務の利子支払い１６）、ハイパーインフ

レーションからの脱却という困難な課題に直面す

ることになる。それ以上に事態を深刻にさせたの
わだかま

は、敗戦を引きずる形で国内に蟠っていた「内な

る敵」論や「背後からの一突き伝説」、政治文化

に潜む野蛮で軍事的な風潮であったと言われる

（三宅、２００５，p．１８６f．）。

３．１ ハイパーインフレーションとノートゲルト

の発行

１９１８年の５～６月頃より、ヨーロッパ全域では

スペイン風邪が流行し、次いで１９１９年春から秋に

かけて、大流行して猛威をふるった。諸国民の栄

養低下と体力の衰えが原因であったことは言うま

でもないが、インフルエンザによる死者の数は第

一次世界大戦による戦死者と合わせて、ヨーロッ

パに甚大な人的損傷をもたらした。ドイツ国内の

物資の欠乏は異常なまでのインフレーションをも

たらし、卸売物価指数は、１９１３年を１００として終

図版１ 物価上昇指数の国際比較
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戦時２３４、１９１９年３月２７３、１９２０年３月１，７１０と上

昇し、１９２１年の末頃にさらに急騰、１９２２年３月に

は５，４３０に達した（ハラー、p．１７６）。国内の物価

上昇を為替レートが如実に反映することとなり、

大戦前に１＄＝４．２�であったものが、１９１９年７

月 に１＄＝１４�、１９２０年１月 に は１＄＝６５�、

１９２２年１月には１＄＝１９２�となり、マルク安と

国内のインフレーションはコントロールできなく

なり始めた１７）。

ライヒスバンクの紙幣の印刷がインフレーショ

ンに追い付かず、州や地方自治体、企業に対し

て、認可申請と保証金納付を条件に緊急通貨の発

行を許す法律が成立をみた。もっともこの法律は

１９１４年以降の戦時下ですでに既成事実と化した事

柄の追認にすぎなかった。公認の緊急通貨は、金

種に関係なく最大５００マルク、場合によっては

１，０００マルクまで発行が許可されていて―上限は

定期的に引き上げられた―、２，３カ月でライヒ

スバンクから償還を受けられた（ファーガソン、

p．１５６）。

１９２２年７月、緊急通貨の発行と償還に関する法

律が出され、全ての緊急通貨は発行者により償還

され、将来はもはや発行を許されないことが規定

された。但し「流通の必要性」がある場合に限り

新規の発行も認められるという抜け穴もあっ

た１８）。１９２２年、１００マルクから１，０００マルクの「グ

ロースゲルト」は、８００箇所からおよそ４，０００種類

が発行されている。ライヒスバンクの保証がつい

た緊急通貨は乱発されるが、それでもインフレの

速度には追い付かず、現金不足は一向に解消しな

い。給与を支払えない企業家の中には、労働者へ

の支払いのために、紙幣に加え地元商店街でしか

使用できないクーポンを渡すものまで出てくる。

企業はこのクーポンの短期間での換金を約束して

いた。今でいう地域通貨のようなものであるが、

これもインフレーションを加速する要因となって

いく（ファーガソン、p．１１７f．）。自治体も独自の

緊急紙幣の発行を始める。公務員や一般の勤め人

への賃金の支払いが少しでも遅れると、日々通貨

の価値が下がっているなか、実質的な給与の目減

りにつながってしまうからであった（ファーガソ

ン、p．１４７）。

１９２３年、ドイツの賠償支払い一部不履行を理由

に、フランスがルール重工業地帯の占領を行う

と、ドイツは進駐軍への協力を拒む「消極的抵抗

策」で対抗した。当地の国鉄労働者や重工業労働

者への給与の支払い、自治体への援助金など、こ

の抵抗策を支える巨額費用を、政府は紙幣の増刷

で賄った。しかし、この巨額紙幣の発行は財政的

裏付けのないものであったため、記録的なインフ

レーションが進行することとなった１９）。このイン

フレーションは破局的様相を呈し、マルクの価値

は急激に下がり、８月には最初の１億マルク札が

導入され、これを皮切りに億単位の高額紙幣が

次々と発行された。それでもライヒスバンクは通

貨の需要に見合った供給ができず、ノートゲルト

が再び発行された。

政府はノートゲルトの発行によりインフレー

ションが一段と進行しないよう、発行主に発行予

定総額を預け金として差し出すように命じ、違反

者を罰するとした（Elster，p．２０１）。１９２３年１２月

末時点におけるノートゲルト流通総額は、７６３京

２，３６９兆マルクであり、正規のライヒスマルクの

流通紙幣総額４垓９，７００京の１．５４％であった（El-

ster, p．２０２）。

他方、多くの私企業はライヒスバンクに預け金

もせず、したがってなんの保証も受けずに、財源

の担保もない違法な発行を繰り返した（ファーガ

ソン、p．２１５）。この総額は上記エルスターの推

計では１，２００京、流通紙幣総額の２．４％を占め

た２０）。１９２３年には６，０００箇所、７０，０００種類の緊急

紙幣が出されているが、このうち１９２３－２４年にか

けてライヒスバンク公認の償還を保証されたノー

トゲルトは、５６２箇所、３６，６００種類にすぎない２１）。

３．２ レンテンマルク暫定紙幣の発行と

ハイパーインフレーションの終息

最終的には戦前と比較して１兆倍にも及ぶイン

フレーションが発生し、１９２３年１１月に「レンテン

マルク」という暫定通貨が発行され、ここに１兆

分の１のデノミネーションが行われた。レンテン

マルクの発行数量を極度に制限することによっ
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て、紙幣に価値を賦与したので、やがて賠償問題

の解決とともに予算の均衡が確実となり、ライヒ

スマルクによる金本位制に復することができた

（プフライデラー、p．２１９－２３１；木村靖二、

p．２７９－２９９；村瀬興雄、P．２７３－２７５）。１１月の時

点では、超高額紙幣「紙マルク Papier Mark」

と等価値のものとして広く使用されていた、緊急

通貨の発行停止と切り替えも緊急の課題となり、

総額で１０億金マルクにも及ぶと推定された公認お

よび違法緊急通貨の切り替えのための措置が講じ

られた（ファーガソン、p．２５３－５６）という。

この過程で戦勝国側は、マルク安の影響を回避

せんとして、ドイツ国家そのものに負わせていた

戦争賠償金１，３２０億金マルク２２）について、米ド

ル、英ポンド、仏フラン、伊リラ建てでの支払い

を求めた（Elster，p．１２１）。他方、ヴァイマル政

府は、１９２２年に６，６７５億マルクにのぼる国債など

の負債を抱えていたが、これは２３年にはわずか２７

億マルクに減少していた。こうして政府は負債の

償還を顧慮することなく、紙幣の整理に専念でき

た。また負債を抱えていた農民や商工業者などの

階層も、このインフレーションによって借財を帳

消しにし、インフレーションを利用して巨利を稼

ぎ出した闇商人の一群も存在した。他方、賃金で

生活していた労働者・ホワイトカラー層・利子生

活者、預貯金で財産を蓄えていた中産階級は大打

撃を受けた。ドイツ国家が天文学的数字とされる

戦争賠償にも戦時公債にもけりをつけられたの

は、この「中産階級の貧困化」を代償としてのこ

とであった（イェーガー、p．１９５）。

４．ノートゲルトに描かれた絵画を読み解
く

本稿の後段では、ノートゲルトの券面に描かれ

た絵画や記載されている文言を通して、１９１４年か

ら１９２３年までのドイツ社会の実情や時代相を探

り、ドイツ民衆の心情、心性を読み解いていきた

い。

図版２解説：１９２１年１１月、ハノーファーのメレ

Melle/Else in Hannover発行の額面２５プフェニ

ヒの小額紙幣、券面上段には「ドイツの貨幣単

位」とあり、中央の文面は「かつてドイツ帝国で

はどこのラント［邦］も独自の貨幣制度を有して

いた。いまではボーデン湖からバルト海沿岸ま

で、法に則った貨幣単位が支配的である。それで

も、メレもベルリンもそのほかどこの都市も、独

自の都市貨幣を有している」とあり、下段には

「この緊急紙幣は流通のために市の貯蓄金庫と取

りきめられた。紙幣換金・回収についての正式な

公告後１カ月で有効性を失う。メレ、１９２１年１１

月」（Schittny, p．１４７）

図版３解説：メレの１０プフェニヒ小額紙幣。

「ドイツの貨幣は高い価値があって明るい輝きを

放っていたグロッシェン２３）銀貨に始まる。この系

統が途絶えると、ニッケル貨が取って代わった。

ニッケル貨はさらに鉄製の貨幣１０枚という塊に席

を譲った。それから鉄の硬貨は散々小突きまわさ

れてボロになり、紙で作られた代替品が現れたと

いう次第」下段の文面は、図版２と同文である

図版２－３ ドイツの貨幣制度の推移
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（Schittny, p．１４６）。

図版４解説：１９１４年８月、ハノーファーのゲエ

ステミュンデ（ブレーマーハフェン）Geeste-

münde（Bremerhaven）in Hannover発行の１、

２、３マルク紙幣（グートシャイン）。それぞれ

の券面には「本紙幣持参者に当市の金庫より［ラ

イヒスバンク発行の額面の］マルクを支払う」と

あり、下段に手書きの署名がある。肌色の紙に単

色刷りで、鉄道切符のような券面である。

図版５解説：１９１５年１月１６日、シュレースヴィ

ヒ‐ホルシュタインのアイデルシュテット

Eidelstedt in Schleswig-Holstein発行の額面１

マルクのグートシャインである。上段に「戦争支

援 アイデルシュテット」とあり、その下に「額

面 １マルク」。「アイデルシュテットの商店で購

入される品物についてのみ有効。このグートシャ

インは、裏面に商品販売者のスタンプがある場

合、次の月の１０日から１４日の間にゲマインデカッ

セ（金庫）で現金化される。ゲマインデ金庫の日

付とスタンプの捺されたシャインのみ有効」とあ

る。券面の左下に「１９１５年１月１８日」、右下に「ゲ

マインデカッセ アイデルシュテット」の楕円形

のゴム印が捺されている。浅緑色の地の紙に単色

刷りである。

図版６－７解説：１９２１年、バイエルンのキッチ

ンゲン Kitzingen in Bayern発行の５０プフェニヒ

緊急紙幣は、当市がノートゲルト発行に至る経緯

をウィットとユーモアをまじえて６コマの影絵で

描いている（Rother, R.描画）。１枚目（図版６）

は「小銭が出回らなくなることがあって、守銭奴

の夫婦が首を傾げている」、２枚目（掲示せず）

は「役人が市の財布の底にも、１プフェニヒも見

つけられない」と嘆く図、その後の３枚（掲示せ

ず）では、市の賢人・長老ともいうべき市参事会

員が集められて小銭の払底について検討がなさ

れ、何とかしなければということで衆議一決、か

くして図版７にあるような影絵と相成る。５０プ

フェニヒ緊急紙幣の外枠には「その決議というの

は、［驢馬に跨る］１人の賢人がノートゲルトを

排便させるというものであった」とある。本来な

図版４－５ 開戦当時の緊急紙幣

図版６－７ ノートゲルトが発行された経緯

森：ノートゲルト学事始め ７１



ら「印刷・発行」とすべきところを「排便」とし
ひ

ているのは、ドイツ人には馴染みの「金貨を放る

驢馬」のメルヘンを想い起こさせつつ、金貨なら

ぬノートゲルトを「排便」させる仕儀となったこ

とを、伝えるため（Schittny, p．１０－１１）。黒と緑

の二色刷り。

図版８解説：１９１７年７月発行、ヴェストファー

レンのビーレフェルト Bielefeld in Westfalenの

１０プフェニヒ緊急紙幣、裏面には人間の表情をし

て涙を流している蕪の絵があり、葉の部分に

「１９１６年－１７年冬のビーレフェルトにおける消費

量は３０，０００ツェントナー［１ツェントナーは５００

kg］」とある。左側面に「非常時の我慢は戦時の

定め」とあり、左上の紙幣の記番号から下に向け

て「１０プフェニヒ、戦地為替」、菱形の朱印の外

側に「１９１７年ビーレフェルト市」とあり、中の

SSKBは「ビーレフェルト都市金庫」の略字、券

面の外側の枠の中には、右に「１９１７年戦時緊急紙

幣」、下の枠内に「市長シュターペンホルスト博

士」、右から上の枠へ「食糧委員会・委員の名前

某々」とある。

なお、掲示していないが、本券のおもて面には

「この紙片は戦時緊急紙幣であり、１９２０年上四半

期まで有効、本券は当市のどこの銀行でも大量に

受け入れられる」「ビーレフェルトの貯蓄金庫は

本券持参者に、１０プフェニヒを支払う、市参事

会、１９１７年７月」の文字が見出される。

図版９－１０解説：１９２１年６月２７日、ザクセン＝

アンハルトのフローゼ Frose in Anhalt発行の６

枚シリーズの通称「クイズシャイン」、５０プフェ

ニヒと７５プフェニヒ紙幣。券面には絵や謎文字が

並んでいて、この緊急紙幣を手にした人々が、ト

ンチをきかせて解明する仕組みになっている

（Dockhorn, W.描画）。それぞれの解答は、１枚

目：「危機は重大、負担は重い／１から６までの

クイズの解答は、当該紙幣の記番号を添え書きし

て、当市の首長宛てに送られるべし」、２枚目：

「だれがこの緊急紙幣を我々から受け取るの

か」、３枚目（図版９）「だれも助けてくれない、

我々の自助努力しかない」、４枚目：「涙は止め

るべし」、５枚目：「一つの国民、一つの精神、

一つの言葉、一つの目標」、６枚目（図版１０）：

「さすれば陽はまた昇る」となっている（Schit-

tny, p．５９f．）。

ここでも緊急紙幣の発行が、戦勝国による法外

な要求に起因していることを暗示しつつ、ドイツ

国民は自助努力、涙を止めて一致団結して耐えな

ければならない、必ずや再起はかなうとするメッ

セージが読み取れる（Schittny, p．６０－６１）。

図版８ 非常時の我慢は戦時の定め

図版９－１０ 陽はまた昇る
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図版１１解説：１９２０年８月６日、フォアポンメル

ンのドラムブルク管区 Kreis Dramburg in Pom-

mern（現ポーランド Drawsko Pomorskie）発行

の５０プフェニヒ緊急紙幣。券面には「ドラムブル

ク地方にはご存知のように＜シュライフミューレ

［厳格なしつけで有名な学校］＞と呼ばれる機関

がある。我らの危機をまだ理解していない者はこ

こで理解を深められる」

券面右手に描かれている人物は、戦勝国のアメ

リカ人・イギリス人・フランス人・イタリア人

で、賠償金の支払いを待っている。水車のこちら

側で石臼を回しているのは、ドイツ人ミヒェル

［愚直で政治的には無知なドイツ小市民の典型を

指す］その人であり、石臼の回転によって、緊急

紙幣が大量に刷られている。ドイツの危機は、戦

勝国による巨額な賠償金支払い要求に起因してい

ることを、この絵は物語っている。

当管区は２４万マルクの賠償を分担すべく、この

５０プフェニヒ紙幣を印刷・発行した。額面５０プ

フェニヒであったが、２枚１組の緊急紙幣を、蒐

集家には１００マルクで売却できたので、当管区は

賠償分担額を支払った後、なお相当額を金庫に収

めることができたという（Schittny, p．５５）。

図版１２解説：１９２１年頃、ザクセンのシュメルン

Schmölln in Sachsen発行の２５プフェニヒノート

ゲルト。第一次世界大戦後、ドイツのあらゆる階

層の人々はヴェルサイユ条約の約款に対して大き

な憤りを抱いた。当市もまた、民衆の心情に正し

く応えるべくシャイン（緊急紙幣）を発行してい

る。図中ではドイツ人ミヒェルが堆肥フォーク

で、屈辱の条約を堆肥の山に放りあげている。左

右縦の欄に７つずつ並んでいる髑髏は、アメリカ

大統領ウィルソンの提唱した１４カ条が死文と化し

ていることを象徴的に示している（Schittny,

p．１５２）。

図版１３解説：１９２１年１０月１日、ザクセンのハル

バーシュタット近郊シュトレーベック Ströbeck

bei Halberstadt in Sachsen発行の２分の１マル
おもて

ク緊急紙幣。表 面には額面、発行日と失効日

（１９２２年３月３１日）、ゲマインデの首長の署名が

あり、裏面がチェスの盤面の絵である。一方に打

つ手がなく、他方も勝てないという手詰まりの状

図版１１ 戦勝国の過酷な要求がドイツの危機の主因 図版１２ ヴェルサイユ条約を糾弾する

図版１３ 戦勝国はアメリカ

森：ノートゲルト学事始め ７３



況（das Patt）を描いている。ドイツは戦争に負

けたが、連合国側の勝利は支払った高い代償のゆ

えに真の勝利とは呼べない、ということを暗示し

たものであろう。なお、盤上の駒は第一次世界大

戦の参加国をシンボル化したもので、ドイツの国
まと

旗を纏い腕を高々と上げた女性は、瀕死のゲルマ

ニア［ドイツを擬人化した女性］をあらわし、フ

ランスは地べたに横坐りして三色旗をかざすマリ

アンネ［かの自由の女戦士］として、イングラン
くわ

ドはパイプを咥えたジョンブル、ロシアは抜き身

のナイフをもって直立しているイヴァンとして描

かれている。イヴァンの悲しげな表情は戦勝の喜

びからは程遠い。アメリカのアンクル・サムは唯

一勝利者然として描かれており、ドル紙幣で一杯
くゆ

の袋の上に腰をおろして葉巻を燻らせている

（Schittny, p．６５）。１９２０年代初頭のドイツ人が己

が国の置かれた国際政局をどのように受け止めて

いたかが、窺い知れる。

図版１４解説：１９２１年５月２５日、ヴェストファー

レンのハンザ都市レムゴー Lemgo in Westfalen

発行の５０プフェニヒノートゲルト。券面上部中央

に市の紋章、市の参事会員が布告を読みあげる
いにしえ

図。「古のハンザ都市レムゴーの市参事会は本

日、以下を命ずる。ノートゲルトが本日唯今、発

行される。ユダヤ教徒とキリスト教徒の第一の義

務は、当局に従うことである。汝らが市参事会を

信頼すれば、敬虔にして賢明なる当局は、慈悲深

く品位ある統治を通して、本市を守護する。沈黙

することこそ常に礼節にかなっているということ

を［汝らは知りてあれ］」（Schittny, P．９）。券裏

面には記番号、中央に町の鳥瞰図、下段に市参事

会員６名の自署がある。ハンザ都市レムゴーなら

ではのことであろうが、ユダヤ教徒が真っ先に出

てくるところに注目したい。

図版１５解説：１９２１年７月１日付けザクセンのケ

ムニッツ管区ゲマインデ・ヴィットゲンスドルフ

Gemeinde Wittgensdorf/Chemnitz in Sachsen

発行の額面５０プフェニヒのグートシャイン。券面

上部左には「５０プフェニヒ相当の証券」、左隅に

は「ケムニッツ管区ヴィットゲンスドルフ １９２１

年７月１日」とあり、その下部に署名がなされて

いる。また右上部にも「ゲマインデ・ヴィットゲ

ンスドルフ」とある。図柄について言えば、この

共同体の緊急紙幣も黄金のろば２４）のモティーフを

選んでいる。ティル・オイレンシュピーゲル２５）が

跨るこの驢馬は、口とお尻から金貨ではなく新札

（ノートゲルト）をはき出しており、年寄りと若

い女性がいささか当惑顔で、これを受けている

（Schittny,p．１１）。

図版１４ ユダヤ教徒とキリスト教徒の第一の義務

図版１５ 新札を吐き出す驢馬
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図版１６－１７解説：１９２１年１１月５日、ラインラン

トのプファッフェンドルフ‐コブレンツ

Pfaffendorf-Coblenz in Rheinland発行の７５プ

フェニヒのノートゲルトシャイン。券面の表面

（図版１６）には、この緊急紙幣が公告後３カ月で

効力を失うとあり、ゲマインデ首長某の署名があ

る。裏面（図版１７）にはライン川を挟んでコブレ

ンツ市とプファッフェンドルフの街並みが地図上

に示され、両側から右腕が伸びて川の上で握手を

交わしている。「我々はかけがえのない同胞であ

り、いかなる緊急事態、危機にあっても分離はし

ない」とある（Coffing, p．２４３）。第一次世界大戦

後コブレンツには連合国軍ラインラント高等弁務

官事務所がおかれ、アメリカ軍とフランス軍が一

時的に占領していた。券面の図柄は、この米・仏

軍による占領統治を反映してのもの。

図版１８解説：１９２１年１１月１０日付けヴェスト

ファーレンのパーデルボルン Paderborn in

Westfalen市貯蓄金庫（シュパールカッセ）発行

の額面２マルクの地域為替。

券面外枠内には左側面より「パーデルボルン市

貯蓄金庫は、当行の資産からこの地域為替の持参

者に支払う」とあり、同じく外枠下段には「公式

な換金・回収通告後１ヶ月間有効」とある。券面

内部について言えば、右上に「市長某の署名」が

あり、中央下段には「我がパーデルボルン市民は

ドゥカーテン金貨２６）を放る驢馬を持ってはいない

が、我が紙で作ったお金を購入する驢馬はこの世

に居るものだ」とある。

絵柄について言えば、この驢馬は黄金の驢馬で

はなく、単なる駄馬で、普通の糞をしている。「紙

で作ったお金を買う驢馬」とは、言うまでもな

く、ノートゲルトの蒐集家や一般の市民を指して

いる。第一次世界大戦が終わってからも、多くの

都市は、美しい絵柄のノートゲルトを発行し、そ

こからの収入によって、市の金庫を潤したとされ

る（Schittny, p．９）。

図版１６－１７ 我々は離れない

図版１８ 新札を食い糞をする驢馬

森：ノートゲルト学事始め ７５



図版１９解説：１９２１年、ブラウンシュヴァイク公

国クナイトリンゲン Kneitlingen in Braun-

schweig発行のノートゲルトには「オイレン・

シュピーゲルは糞くらえと告げる」とある。券面

にある文の解説をすれば、「オイレン・シュピー

ゲル」は低地ドイツ語で「ウーレン シュパイゲ

ル」と発音し、これ“ulen den Spiegel”は「尻

を拭く」とか「尻を洗う」という意味である。つ

まり、「オイレン・シュピーゲル」とは「お尻が

清潔で綺麗な男」の意味になる。図版では、驢馬

に跨ったティルが、ズボンの尻あてを剥いでお尻

を見せている。この図は、糞で汚れた自分の尻を

見せることによって、自分は「オイレン・シュ

ピーゲル」＝「お尻が清潔で綺麗な男」ではない

よ、と自分に差し向けられた追手に対して示して

いるのである。『ティル・オイレンシュピーゲル

の愉快ないたずら』に収められている第６６話のエ

ンディングの場面を描いたものである。金貨を放

ることはもちろん、糞さえ出さない驢馬に代わっ

て、ティルは自分の糞まみれのお尻を見せている

（Schittny, p．１３７）。描画はギュンター・クラウ

ゼン Günter Clausen２７）。

インフレーションに苦しむクナイトリンゲンの

人々は、この紙幣を手にとってどんなメッセージ

を受け取ったことであろうか。クナイトリンゲン

はティル生誕の地だけあって、この他にも『愉快

ないたずら』に収められている話を画題にした紙

幣をシリーズで発行しており（Schittny, p．１３５－

１３６）、ブラウンシュヴァイク市自体も第１５話を画

題とした７５プフェニヒ緊急紙幣を発行している

（Schittny, p．１３７）。

図版２０解説：１９２１年、チューリンゲンのアルン

シュタット Arnstadt/Gera in Thüringen発行の

ノートゲルト６枚セット（額面は１０プフェニヒ）

の１枚。アンドレアス・パウル・ヴェーバー An-

dreas Paul Weber２８）の描いた金貨を放る鷲。尻の

穴から金貨を放るのは驢馬ばかりではない。風刺

画家ヴェーバーの描いた券面は、ノートゲルトを
つい

啄ばむ鷲が、尻の穴から金貨を放る図柄である。

券面の周囲には「すべての事態はかなり［重症］

であるが、人々は［この労苦が］報われんことを

切に願っている。［この紙幣を］現金化しなけれ

ば、上手くいくかもしれない」とあり、市の金庫

を預かる役人が、ノートゲルトを啄ばむ鷲の尻か

ら出てくる金貨を掌で受けており、その表情はご

満悦である。鷲はドイツ国家のシンボルであり、

さしずめノートゲルトを掴まされている国民が、

結局のところ国家や地方公共団体に己の財貨を委

ねていることを、皮肉をこめて描いている

（Schittny, p．１３０）。裏面には「換金・回収公告

後１か月間有効」とあり右下に「市参事会員の自

署」がある。

図版１９ 汚れた尻を見せるティル

図版２０ 新札を啄ばみ金貨を放る鷲
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図版２１－２４解説：１９２１年６月１日、ヴェスト

ファーレンのエンニガーロー Ennigerloh in

Westfalen発行の１マルク紙幣。

図版２１：「エンニガーローでは悪魔が麦藁の上

に座っている。麦藁が燃え始め、悪魔は逃げ始め

る。悪魔はヴェストキルヘンに向かいフィルケン
きん

に逃れた。さらに霊木の森に逃げ込み、そこで金

を探すが、［梟のような姿の］霊木が、いまは紙

で作ったシャインしかないから、金探しの仕事は

不向きにすぎるので、やめておけと言う」

図版２２：「紙から貨幣を作るだって？おかしな

世の中だぜ。だったら俺はエンニガーロー村から

麦藁を取り寄せ、それから紙を作ろう、楽しみな

こって。それから俺さまの紙幣を印刷して世の中
かね

に送り出す。さすれば俺にだって金を作り出せ

る。ブレンアルツの霊木、お前の言うことは可笑

しいぜ、と悪魔は言う」

図版２３：５０プフェニヒ紙幣。第一次世界大戦中

の危機とこれと結びついた食糧危機の様子を、エ

ンニガーローのシャインは券面に描いている。

テーブルについている６人の男性は、煙草を吸っ

たり新聞を読んだりしている。上辺に描かれてい

る蕪６つは、この６人の男性にちょうど割り当て

られる。右下のマーマレードは３缶で、これは半

分ずつしてもらわなければならないが、この２品

目だけはなんとか配給するだけの分量があった

（Schittny, p．２９）。前出本文「蕪の冬」を想起せ

よ。

図版２４：券面上部中央にエンニガーローの紋

章、その下部には「もし私が小鳥なら、緊急紙幣

を咥えて世界各地を飛び回り、金貨と替えてくる

のに」（Schittny, p．３０）とある。右上に悪魔、左

下に楽器を演奏する少年、右下にそのメロディー

に合わせるかのように囀る小鳥が描かれている。

『グリム童話集』に「ねずの木」というメルヘン２９）

が収められている。主人公の少年が小鳥に姿を変

えて家を出て、各地をさ迷いながら美しい声で歌

い、金細工師のもとで修業を積み、金の首飾りを

貰って帰宅する。その情景を髣髴とさせるような

絵である。描画は Doomfeld, C.

図版２１－２４ もし私が鳥ならば

森：ノートゲルト学事始め ７７



図版２５解説：図版１と同様で、１９２１年初頭、

チューリンゲンのカーラ Kahla in Thüringenで

発行された額面７５プフェニヒの緊急紙幣。オラー

フ・グルブランソン Olaf Gulbransson３０）描画。

券面中央には巨大なブナの木の幹があり、中空か

ら落ち葉ならぬ新札が舞い落ちている。左側の文

言は「カーラ市の４分の３マルク緊急紙幣」とあ

り、右側には「発行日１９２１年１２月１日、失効日１２

月３１日」とあり、首長らの署名がみえる（Schit-

tny, p．６７）。落葉樹の枯れ葉は落ちるものの、根

の周りの落ち葉は新芽が吹くための堆肥にもな

る。ノートゲルトは落ち葉のようなもの、購入し

て新生ドイツの新たな息吹としてほしいという願

いが込められているのであろう。

図版２６解説：１９２１年、ハノーファーのパーペン

ブルク Papenburg in Hannover発行の７５プフェ

ニヒ緊急紙幣。「樹をゆすっても金は取れないも

んで、人から徴収せざるを得ない、と徴税吏は言

う」とあり、左側に立つ市民はといえば、ズボン

のポケットには何も入っていないばかりか、腹を

すかせてベルトが目一杯余っている。それでも徴

税吏は、左手に徴税簿と覚しき書類の束を持ち、

大きな右手を差し出して納税を迫っている。徴税

吏の服装はどこか軍服に似た、戦時の国民服を思

わせる（描画は Berck, J.）。戦時中のドイツで

は、国民は「バンドをきつく締め直さなければな

らない」と繰り返し呼びかけられていた。結局の

ところ、国家がある限りすべての負担は国民に掛

かってくるという永遠の真実を、この券面の文言

は物語っているのである（Schittny, p．３０）。

図版２７－２８解説：図版１および２５と同様で、

１９２１年初頭、チューリンゲンのカーラ Kahla in

Thüringenで発行された額面７５プフェニヒの緊

急紙幣の裏面二種。オラーフ・グルブランソン描

画。開戦時の一致団結は雲散霧消して、第一次世

界大戦後のドイツ国内は、あらゆる階層の人々が

図版２５ ブナの木から新札が

図版２６ 金は人から徴収するしか方法がない

図版２７－２８ 団結は力なり
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互いにいがみ合うという、混迷の度を深めていた

（Schittny, p．６７）。右端の農夫は堆肥用フォーク

を警察官の尻に突き刺し、鉄ヘルメットを目深に

被ったその警察官は中央の傘を持つ男の左手を捉

まえサーベルを振りあげている。警察官は傘を

持った男の右手には手錠をかけたが、抵抗されて

いる。左端の麦藁帽子の男は、ヒールの高い靴を

はいたパンタロン姿の女性を裏返しに引き倒して

いる。肥満した雇用主と思しき男性が中央下段の
の

うつ伏せの女性に圧し掛かっており、女性は左手

に赤ん坊をあやすガラガラのようなものを持って

いる。左下隅の右手に禿げあがった頭の男が爪を
か むし

立てており、端の人物は目を剥いて頭を掻き毟

り、どっと涙を流して悲鳴をあげている。右隅に
は

はユダヤ人と思しきメガネをかけた人物が這い
つくば

蹲っているが、その右手の拳は力なく警察官に向

けられている。図版２８の絵には「強いビールが団

結を作る」との文言が付されている。そこでは上

記の登場人物ら全員がビールのジョッキを高々と

掲げている。戦争が終わったドイツでは、あらゆ

る場面で対立が深まり、ドイツは迷走を続ける。

図版２９解説：１９２１年にオルデンブルク Olden-

burg/Oldenで発行された額面５０プフェニヒの

ノートゲルト。Stalling, G. 描画。世界大戦で視

力を失って帰還した元兵士にとって、盲導犬はな

くてはならない忠実なヘルパーである。券面の中

央に赤十字のマークを首に付けた姿、左右に２

つ、裏にも１つ、主人に仕える盲導犬が描かれて

いる。券面の下部には細かい文字で「このシャイ

ンの発行はブレーメン市参事会警察委員会によっ

て認可された。当シャインは商業銀行および民間

銀行のオルデンブルク支店においていつでも［ラ

イヒスマルクに］換金されるとともに、ブレーメ

ン新聞になされる換金・回収期日［公告］後３カ

月を経過した場合、効力は失われる。ドイツ救助

犬協会」とある。盲導犬育成のための基金を募る

目的を感じさせるもので、小額紙幣の不足を補う

緊急通貨本来の目的からはずれてしまっている。

まとめに代えて

ドイツのノートゲルトは、発行された時代の状
おお

況と紙幣の形状、果たした機能等の観点から、大
よそ

凡３つの時期、カテゴリーに分類される。第一次

世界大戦の勃発前後から発行の始まる第１期の

ノートゲルトは、市場における小額鋳貨の絶対的

不足という実需に迫られて印刷・発行され、実際

に流通した小額紙幣。第２期では、鉄製のコイン

や小額紙幣の発行によって不足は解消されたもの

の、地域によってはなお小額貨幣の量的不足がみ

られ、ライヒスバンクへの預け金を条件にノート

ゲルトの発行が許された。これに便乗する形で、

多種多量の彩色の施された小額紙幣が蒐集家向け

に発行された。戦後の混乱期と重なる第３期に発

行されたノートゲルトは、インフレーションの進

行に追いつかないライヒスマルク紙幣の印刷と配

送の空隙を埋めるものであった。ライヒスバンク

の額面保証がついたものが多いなか、不法なノー

トゲルトも相当額市中に出回った。

ノートゲルトは国家が発行した通貨ではなかっ

たし、使用範囲が特定地域に限定されていた点

や、通用期間が短期間に制限されていた点からし

ても、「国の通貨 staatliches Geld」とは次元を

異にするものであった。それにも拘らずノートゲ

ルトは、必要とされる流通貨幣総量を国家が供給

できない場合に、それを補完するものとして発行

されてきた。国法上、ライヒスバンクへの預け金

に応じて発行が許されるものとされたが、法的な

根拠を欠いたまま発行された第１期のノートゲル

図版２９ 傷痍軍人のためにドイツ盲導犬を

森：ノートゲルト学事始め ７９



トや第２期以降の不法に発行されたノートゲルト

も多々存在した。

鋳貨に代わる緊急通貨（ノートゲルト）は戦時

体制そのものを象徴するとともに、戦時市民生活

の具体相を物語る貴重な資料でもある。このノー

トゲルトと、戦後のハイパーインフレーションを

体現する超高額紙幣（パピアマルク）とレンテン

マルク暫定紙幣、いずれも紙で作られたおもちゃ

のような紙幣であるが、平時の経済が破綻した時

に登場し、一定の役割を果たし終えた点でそれら

は通底していた。

ドイツ帝国が強行した第一次世界大戦と戦時イ

ンフレーション、その後のハイパーインフレー

ションは、給与所得者や退職年金生活者・国債保

有者・利子収入で生活していた中小の市民階級を

壊滅させた。この中産階級の消滅によって、左右

の政治勢力の対立は尖鋭化し、全体主義へと向

かったことは、すでに周知に事実である。戦争と

インフレーションによって巨額の利得を得たの

は、長期の債務契約を結んだすべての関係者＝連

邦政府・各州政府・市町村・企業だけであった

（リタ・タルマン、p．５３f．）。

本稿では、ノートゲルトについての初歩的な考

察がなされた。ノートゲルトに描かれた絵画のな

かには、時代や社会の実相を伝え、国民の心情を

表出したものが見られた。第２期から第３期の

ノートゲルトを買い求めたのは、もっぱら蒐集家

たちであったと言われるが、決してそれだけでは

なかった。善意の国民大衆もまた、ノートゲルト

の購入をとおして、なけなしの金を国家・社会の

ためにはたいたのであった。ノートゲルトの券面

には、ときとして、国民の愛国心や郷土愛に訴

え、国家や地方の財政危機を救うことが求めら

れ、あるいは戦傷者への同情と募金が求められて

いたからである。券面に描かれた絵画を通して、

戦中・戦後のドイツ国民の苦渋・悲哀を幾ばくか

は読みとれたと考えるが、いかがであろうか。
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ため、ライヒスバンクの金残高が著減したこ

とが、兌換停止の直接の原因である（ハ

ラー、p．１５４）。１９１３年の通常会計＝国家予

算は３５億２，０００万マルクであり、他方、戦時

公債は年２回で計９回発行され、総額で９５９

億５，０００万マルクであった。このため、通貨

流通量は大戦中に平時の５倍にも膨れ上が

り、通貨インフレーションの原因となった。

木村、１９９７，p．６０，p．１１１注１など参照。

２）小額鋳貨が当時のドイツ人の日常生活におい

ていかに重要であったかは、たとえば１９００年

頃の労働者の平均時給が３０プフェニヒ、鶏卵

１個が２分の１プフェニヒ、１９１４年の時給は

３６プフェニヒ、１９１８年の時給が１．２７マルク、

１９１９年７月の日給に関するプロトコルにあ

る、既婚者の日給は４．２５マルク、２１歳以下の

独身者の日給は３．７５マルク、という数字をみ

れば明らかである。Schittny, p．７．さらに、

シットニーによれば、ヴェストファーレンの

ビーレフェルト市における１９１７年の物価の一

例として、鶏卵が２８プフェニヒ、馬鈴薯が１７

プフェニヒ、パンが２５プフェニヒ（それぞれ

１ポンド当たり）などの数値があげられてい

る。Schittny, p．１３．

３）戦争、内乱、恐慌、金銀価変動などに際し

て、金・銀の国外流出や退蔵などにより流通

貨幣量が著しく欠乏した場合、その不足を補

う目的で一時的に発行される代用貨幣。一定

の限られた地域、限られた期間流通したのち

正規の通貨との兌換が約束されている。第一

次世界大戦中および戦後のドイツの緊急貨幣

Notgeldはその一例。『ブリタニカ』p．４２７．

ドイツの地方公共団体が発行した緊急通貨

は、「グート、グートシャイン（Gutschein）、

シャイン」とも称された。いずれも証書、証

券、紙幣と訳しうるが、本文ではドイツ語表

記のままとする場合が多い。

４）１８７１年に国家統一を成し遂げたドイツ帝国

は、プロイセン王国を中心とする王国４、大

公国６、公国５、その他の邦７、自由都市

３、合計２５の邦からなる連邦で、各邦は伝統

的な政治・行政・法律や独自の貨幣を保持し

続けた。１８７３年には帝国の通貨単位として

「マルク」が設定され、７６年には貨幣統一が

なされた。１８７１年に鋳造が中止された北部・

中部ドイツのターレル銀貨は、しかし、その

後１９０８年まで法貨として流通した。帝国政府

は、戦時中の法的根拠を欠いた小額紙幣の発

行を規制しようとして法令を発しているが、

成功していない。Schittny, p．７．なお、シャ

ハトもノートゲルトの発行とその後の経過に

ついて、略述している。シャハト p．１６－１７．

５）鋳貨、革、絹、リネン、切手、アルミホイル、

石炭、再生紙等の形でも発行され流通した。

詳細は、Grabowski, H.-L. (2005) Deutsches

Notgeld. Bd. 9.

６）戦前のドイツは家畜飼料の３分の１を輸入に

頼っていたが、開戦後入手できなくなると、

豚の飼料に穀物や馬鈴薯を使用し始めた。人

の口に入るべき食糧を確保するために、１９１５

年春、政府は豚の飼料に穀物や馬鈴薯の使用

を禁じた。このため、代用飼料のない農民

は、飼育頭数の３分の１にあたる９００万頭を

処分した。このため一時的に豚肉は豊富に出

回ったが、その後豚肉・ソーセージは市場か

ら姿を消したという。木村、１９９７，p．６７．

７）コールラビ Kohlrübeは飼料用の根菜類であ

り、もう一種類のスウェーデンラビ Steck-

rübeも決して旨いものではなかった。ドイ

ツ人にとって、戦時中の１９１７年を象徴するも

のが「蕪」であった。このほかに食べるもの

がなかったのである。Schittny, p．１２－１３．藤

原辰史（２０１０）。成瀬、１９８７，p．１８１には、

１９１７年１月～３月分のエルフルト市民に配布

された「蕪の配給券」の図版が掲示されてい

る。また本稿図版８および２３も参照のこと。

８）銅貨は１９１６年以降鋳造されず、その代わりに
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１プフェニヒと２プフェニヒの紙幣が発行さ

れたという。Coffing, p．４．

９）ハラー、p．１６４－１６６．

１０）価格インフレーションは戦争末期にかけて一

段と強まっていった。ハラー、p．１５９，１６２．

１１）１９１４年に６，７８０万人の人口となっていたドイ

ツ帝国は、第一次世界大戦によって１７７万か

ら１８０万８，０００人と推定される戦死者と、４２１

万６，０００人の負傷者をだした。その人口に占

める割合は９％にもなる。アメリカ合衆国を

含む参戦国全体では、戦死者は非戦闘員を含

め１，９００万人、負傷者は２，２００万人を数えた

（アメリカ陸軍省調べなどより）。

１２）ファーガソン、p．５３f．には、オーストリア・

クローネの暴落の中で、株価が青天井のよう

に上がり続ける様を、１９１９年１２月１５日のオー

ストリア婦人の日記の一文「私の買った工業

株は、不可解なほど値上がりしている。不安

を覚えるほどだ」を紹介しつつ、言及してい

る。ドイツもまた同様の状況にあった。

１３）急激なマルク安を当て込んで、近隣諸国の住

民は「外貨」持参でドイツ国内に買い物や食

事にやってきて、高価な家財道具や骨董的価

値の高い品物を買い漁り、豪勢な食事をして

帰っていったという。ファーガソン p．１７８

など。

１４）大戦後のドイツ、オーストリアは激しく荒々

しいインフレーションに襲われ、そのあと、

大規模な失業や倒産、貧困、自殺、犯罪など

をもたらすデフレ危機が続いた（エンデの遺

言、p．１０１）。この時代に貨幣のありかたを

根源的に問うた、ベルギー生まれのドイツの

経済学者シルビオ・ゲゼル（１８６２－１９３０）

は、「地域通貨」の理論と実践の先駆者と

なった。

１５）戦前１９１３年時点のドイツは、世界最大の商船

隊（２，０００隻、４，３００万トン）を誇り、石炭生

産量１億９，０００万トン、銑鉄生産２，８７０万トン

でヨーロッパ最多、工業製品の輸出ではイギ

リスと並び、輸出総額ではアメリカに次ぐ世

界第２位であった。ヴェルサイユ条約でドイ

ツが戦勝国に引き渡さなければならなかった

ものに、エルザス＝ロートリンゲン、シュ

レージエン、シュレースヴィヒ北部といった

工業部門や農業部門で資源豊かな地方の割譲

が含まれていたことから、農業生産の１０～

１５％、鉄鉱石の７５％、鋳鉄の３０％、鉄鋼およ

び石炭の２５％をそれぞれ失うこととなった。

そのほか、輸送用の機関車５，０００両、貨車１５

万両、トラック５，０００台、商船隊の大部分、

漁船の２５％、石炭２，４００万トンなどを引き渡

すこととなった。リタ・タルマン、p．４７．

詳細は Elster，p．１１８－１３０．

１６）ハラー、p．１７０－１７５．

１７）外国為替市場におけるマルクは、１９２２年の７

月に１＄＝４９３�；１０月末に４，５００�；１９２３年

１月に１万７，９７２�；７月に３５万３，４１０�；９

月 に９，８８６万０，０００�：１０月 に２５２億６，０２０万

８，０００�；１１月には４兆２，０００億�にまで下落

した。リタ・タルマン、p．４９． プフライデ

ラー、p．２０９には、１９１３年から１９２３年までの

「現金流通量・ドル相場・物価指数および代

表的賃金・俸給」に関する付表がある。数値

は月末ないしは月平均で出されており、タル

マンのそれとは異なる。為替レートの急落に

関してハラーは、政府が新たに課した高い税

負担を逃れようとして、大規模な資本流出が

起こり、これがマルクの対外価値を低落させ

たとする。マルク安が国内物価を押し上げる

という悪循環が繰り広げられていく。ハ

ラー、p．１８０－１８２．

１８）プフライデラー、p．２０７－２０８．Elster，p．

２０１．１９２２年７月１７日付「ノートゲルトの発

行と回収に関する法」

１９）第一次世界大戦終了時の物価水準は、各国と

も戦前の２ないし４倍であったが、その後敗

戦国のドイツ・マルクは、周知のように１兆

倍強、ロシア・ルーブルは５００億倍という平

価の切り下げを経験している。第二次世界大

戦後の日本でも、１９３４－３６年の平均に較べ

て、消費者物価は１９４６年に５０倍、４９年には２４０

倍に上昇している。小椋正立『世界大百科事
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典』p．７９

２０）なお、割譲・被占領地域では１９２３年末のノー

トゲルトの総額は１垓８，０００京マルクで正規

流通紙幣総額の３６．２％にも及んだ。Elster，

p．２０２．

２１）Coffing, p．４－５． ノートゲルトの蒐集家の

推計では、ドイツではおよそ１６３，０００種類の

緊急紙幣が発行されたようであり、最大の蒐

集家 Dr. Kellerは１０９，８００種を所持している

とされる。緊急通貨は一時的にせよ、たびた

びかなりの規模で発行・回収されているが、

初期の緊急通貨に関する統計が欠けているた

め、戦時インフレーションの分析にあたって

一つの空隙が生じているという。プフライデ

ラー、p．２０８．

２２）賠償金額は開戦時ドイツの国家予算の３７年分

に相当し、戦前の金本位制下の金換算で

４，７３０t余りであった。ルール占領、ハイパー

インフレーションとレンテンマルク紙幣の発

行などにより、賠償については仕切り直しと

なり、１９２４年のドーズ案、１９２９年のヤング案

により、支払い条件の緩和や賠償額の減額が

なされた。

２３）グロッシェンは前近代のドイツ、オーストリ

ア、フランスで通用した通貨で主に銀貨。

２４）『グリム童話集』のメルヘン「おぜんや御飯

のしたくと金貨をうむ驢馬と棍棒ふくろから

でろ」の粗筋：あるところに、仕立屋とその

３人の息子が暮らしていた。長男が修業先で

技をマスターして独立する際に、親方から、

どこでも平らなところにおいて「お膳や、ご

飯の支度」と唱えれば、瞬く間に食事が並ぶ

魔法のテーブルを餞別として貰い受けた。次

男が修業先の親方から独立する際にも、呪文

「ブリックレー・ブリット」を唱えると、口

と肛門から金貨（ドゥカーテン金貨）を吐き

だすロバを贈られた。次男は金に不自由する

事がなくなり、財布にはいつも金貨がいっぱ

い入っていたので、どこへ行っても何でも一

番高くて一番上等なものを手に入れた。

最後に三男も職人として独立し、親方は護

身用の、魔法で動く棍棒の入った袋を贈る。

三人の息子が持ち帰ったものをそれぞれ披

露すると、父親は針と糸と物差しとアイロン

を戸棚にしまいこみ、三人の息子と共に安穏

に暮らした。食事の心配をしなくても良く、

仕事をしなくても豊かに暮らしてゆけるだけ

の現金が手に入る、夢のような話が語られて

いる。それは常に飢えと貧しさとに悩まされ

てきた、前近代社会における庶民の夢のまた

夢であったのであろう。なかでも金貨を放る

驢馬こそ、全てのドイツ人が幼少のころに一

度は夢見たものであったに違いない。

２５）ティル・オイレンシュピーゲルは、ブラウン

シュヴァイクの１３３５年、１３３７年、１３５５年のウ

アクンデ（証書）にその名が見出される実在

の人物で、クナイトリンゲンの生まれで父母

の名も判っている。ティルという農民の小倅

が、ドイツの各地を旅して歩き、各地で貴族

や聖職者、商人や職人を相手にいたずらをし

ては鬱憤を晴らすというもので、書物自体は

１５世紀後半に集大成されたもののようであ

る。第６６話では、笛作りのマイスターが、自
こ け

分を虚仮にしたティルに仕返しをしようとし

て人を差し向けたが、ティルは尻当てを剥が

して汚い尻を出し、ここを見ろ、こんな汚い
うそぶ

尻の男がティルのはずはないと嘯き、差し向

けられた人を追い返す場面である。

２６）ドゥカーテン金貨とは、１３世紀から１９世紀ま

でのヨーロッパ大陸に通用した純度の高い金

貨のこと。独：Dukaten，仏：ducat, duca-

ton.

２７）生没年は１８８５－１９５４年。２４歳からブラウン

シュヴァイクに居住し、ワンダーフォーゲル

運動にかかわり、地元の新聞にも多数の絵画

を掲載。１９１５－１７年に地元の工芸学校の教

諭。ティル・オイレンシュピーゲルを描いた

絵画は代表作と言える。

２８）生没年は１８９３－１９８０．世界大戦勃発時、東部

戦線の鉄道エンジニアとして勤務、その後製

図工として軍のために働く。戦後、シニカル

な絵を発表し、ナチスの台頭に脅威を感じつ

大妻女子大学紀要
―社会情報系― 社会情報学研究２０２０１１８４



つ、これに抵抗する出版物の発行を手掛け

る。ゲシュタポに逮捕されて強制収容所送り

となる。のち、非政治的な絵画活動を許さ

れ、優れたリトグラフの作品を残した。

２９）『グリム童話集』に収められている「ねずの

木」というメルヘンについては、拙著

（２００６）に詳しい。

３０）１８７３年現オスロ生まれ、１９５８年没、画家、素

描家、戯画家。１９２９年以降はミュンヒェン・

アカデミーの教授。

森：ノートゲルト学事始め ８５



An introductory remark of Emergency notes
―Sorrow of the German people seen in paintings on the note―

YOSHINOBU MORI

Otsuma Women’s University School of Information−Studies

Abstract
At the same time as the outbreak of World War I in 1914, various cities and local public

bodies of the German Empire launched an issue of urgent notes. They tried to supple-

ment the circulation-shortage of small coins with urgent notes. Though the issue of the

notes lacked legal basis, it was one emergency measure for self-help,

Around 1917, iron coins began to appear on the market and the issue of urgent notes

decreased. But the cities and local public bodies kept issuing the notes until the age of the

hyperinflation in 1923−24.

The issuer in each city and local bodies took up, as the subjects of painting, familiar

historical phenomenon, legend, fairy tale and hardships in wartime and painted them on

the ticket side. These colorful and lovely notes invited collector’s interest.

In the first half of this paper, the situation about the issue of urgent notes is described

in age order according to the category. And in the latter half, from the painting drawn on

the ticket side, I would like to decipher the sorrow of the Germans during 1914−1924.

Key Words（キーワード）
Currency in wartime（戦時通貨），Emergency money（Notgeld 緊急通貨），Inflation in

wartime（戦時インフレーション），Large currency notes（高額緊急通貨），Metallic cur-

rency（小額鋳貨），Monetary crisis（通貨危機），Rentenmark（レンテンマルク），Small

currency notes（小額緊急通貨），The Central Bank of German（Reichsbank ドイツ中央
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